
「小学生の頃に参加した社会科見学の大人版」ともいえるこのツアー。

 環境問題に関心をお持ちの方を対象に実施いたしました。 

当ツアーは、環境問題に関心のある方を対象にした、比較的マジメな内容になっており

ました。しかしご参加いただいた皆さまからは、「子供の頃の社会科見学を思い出すよう

な内容で、必死になって担当者の話を聞いてしまった」「新しい発見にワクワクしてしま

った」など、予想外の感想を頂戴しています。（担当としては嬉しい限りです!） 

主な行程は、

①環境局埋立管理事務所及び周辺施設の見学・講義

   ②「海の森」にて昼食休憩＆担当者による園内説明・散策 

③「浜離宮恩賜庭園」にて解散（無料で入園）

 というシンプルな内容です。 

①は、いわゆる「ごみ処理場」の見学です。ごみが運ばれて埋立てられるまでの過程や

それに係る技術等を、設備を見学しながら学んでいきます。その他、排水処理場等の関連

施設を車窓見学するほか、風力発電所では真下に立ってその迫力を体感しました。

②では、昼食休憩のあと、担当者による説明を聞きながら、植樹年度の違う苗木（と呼

ぶには大きく成長している樹木もあります）を見たり、現在も造成中の敷地内を散策して

頂きました。 

解散は、『全国都市緑化フェアＴＯＫＹＯ』で同じくメイン会場の一つである「浜離宮

恩賜庭園」にて、自由解散となりました。江戸園芸を名物とする庭園をご自由にお楽しみ

いただきました。





まだ開園していない海の森には、照明設備がありません。 

そのため、特別公開や植樹まつりなど、皆さんに起こしいただく時でも 16 時には閉園し

ています。しかし、照明がないからこそ、そして障害物がないからこそ見える美しい景色

を是非ご覧いただきたくて、この企画を実施しました。 

ツアーはお昼前に、葛西臨海公園から始まりました。

海岸の清掃活動でカラダを動かしたあと、東京都公園協会の特別協力による至れり尽くせ

りのバーベキューをお楽しみ頂きました。バーベキューの後半にはチーム対抗のクイズ大

会で結束を強めて頂き、お腹も心も（？）満たされたところで、ボランティアスタッフに

よる自然観察会へと移りました。 

双眼鏡の使い方から始まり、立入禁止の海岸を眺め、野鳥などの自然観察を楽しんでいた

だきました。 

その後、東京ゲートブリッジを渡って海の森へ移動です。 

海の森ではまずクラフトをお楽しみいただきました。予想以上に皆さん集中されていて、

こだわりの一品が数多く生まれました。 

そしていよいよ、海の森で一番高いところへ… 

数日前に植樹されたばかりの山を登ると、そこには 360 度の大パノラマが広がっていま

す。両日ともお天気に恵まれ、夕日と雲のコントラストの他、あまり見ることの出来ない

夕焼け色の東京ゲートブリッジや、きらきら光り始める東京都心をしばし満喫していただ

きました。 

このツアーはお天気だからこそ実施できる内容でしたが、ご参加いただいた皆様やスタッ

フの祈りの甲斐あって、両日ともスケジュール通りに皆さまをご案内することが出来まし

た。（ホッとしています!!!（涙）） 









小学校低学年を対象に、海の森をたっぷり探検してもらいました。

『海の森という謎の島で、何か不思議なことが起きているらしい？！』

その謎を解くべく、探検隊となった子供達がいくつものポイントでアクティビティに挑戦

しました。 

海の森の土台となっているごみの埋立地についてや、樹木・生きものについて等、ただ見

て・聞くだけでなく、実際に体を動かし道具を使って子供達に体感してもらいました。 

各ポイントには経験豊かで愉快なスタッフが、子供達の冒険のお手伝いをしました。 

主役はもちろん子供ですが、保護者の方もスタッフも、一緒になって楽しい時間を過ごせ

ました。   




